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第 1111 回通常総代会通常総代会が開催されました

第
１
号
議
案　

  

令
和
２
年
度
事
業
報
告
及

び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の

件

第
２
号
議
案　

  

令
和
３
年
度
事
業
計
画
設

定
の
件

第
３
号
議
案　

理
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

第
４
号
議
案　

監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

第
５
号
議
案　

  

定
款
の
一
部
変
更
の
件

第
６
号
議
案　

共
済
規
程
変
更
の
件

第
７
号
議
案　

委
任
に
関
す
る
件

❶    

Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
自
己
改
革
工
程
表

「
令
和
元
年
度
～
令
和
３
年
度
」
の
報

告
の
件

❷  

子
会
社
の
決
算
報
告
の
件

❸    「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更
の

件
❹  

今
後
の
金
融
店
舗
の
再
編
の
件

❶   

総
合
経
営
を
活
か
し
た
「
自
己
改
革　

　

取
組
宣
言
」
に
つ
い
て

❷   

Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
「
不
断
の
自
己
改
革
」

取
組
宣
言

【出資金配当について】

配当率 1.5％配当率 1.5％

お知らせ
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Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
第
11
回
通
常

総
代
会
が
６
月
19
日
（
土
）、
別
府

ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、

４
６
７
名
（
委
任
状
、
書
面
議
決

者
含
む
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
代
会
で
は
、
別
府
市
の
荒
木

秀
登
さ
ん
と
日
出
町
の
吉
良
嘉
樹

さ
ん
が
議
長
を
務
め
、「
令
和
２

年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分

案
」
な
ど
７
議
案
と
特
別
決
議
の

す
べ
て
の
議
案
が
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
開
催
は
、
昨
年
に
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

と
し
て
「
運
営
委
員
表
彰
」
等
の

授
与
式
は
割
愛
し
、
来
賓
の
ご
招

待
に
つ
い
て
も
自
粛
し
て
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
開
催
に
あ
た
り
、
佐
藤

組
合
長
は
、「
当
組
合
も
昨
年
、
合

併
10
年
の
節
目
を
無
事
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に

組
合
員
の
皆
様
方
に
よ
る
平
素
か

ら
の
農
協
事
業
に
対
す
る
ご
理
解

と
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
感
謝
の

意
を
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
金
融
店
舗
の
再
編
に
つ

い
て
は
昨
年
度
、
朝
日
、
豊
岡
、

大
神
の
３
出
張
所
の
金
融
店
舗
を

閉
鎖
し
ま
し
た
。
こ
の
７
月
に

は
亀
川
駅
前
支
店
を
本
店
の
出
張

所
に
再
編
し
ま
す
。
組
合
員
、
利

用
者
の
皆
様
に
は
移
動
金
融
店
舗

車
の
有
効
活
用
や
出
向
く
体
制
を

構
築
し
、
不
便
を
お
か
け
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
総
代
会
後
に
開
催
さ
れ

た
理
事
会
で
は
大
平
常
務
を
専
務

理
事
に
、
ま
た
、
17
日
開
催
の
㈱

Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
の
取
締
役
会
で

は
大
野
総
支
配
人
を
取
締
役
常
務

に
推
薦
、
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
組
合
員
は
じ
め
地

域
か
ら
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ

る
農
協
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
こ
れ
ま
で
以
上
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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新役員体制役員体制

代
表
理
事
組
合
長

代
表
理
事
副
組
合
長

（
兼
指
導
経
済
担
当
理
事
）

専

務

理

事

常　
　
　
　

務

（
金
融
共
済
担
当
）

　
　
　
　

総

務

委

員

長

兼
金
融
共
済
委
員

金
融
共
済
委
員
長

兼
指
導
経
済
委
員

指
導
経
済
委
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長

兼

総

務
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員

総

務

委

員

兼
金
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共
済
委
員

総

務

委

員

兼
金
融
共
済
委
員

金

融

共

済

委

員

兼
指
導
経
済
委
員

指

導

経

済

委

員

指

導

経

済

委

員

代

表

監

事

副

代

表

監

事

監

事

監

事

常

勤

監

事

代
表
取
締
役
社
長

取

締

役

副

社

長

取

締

役

常

務

取

締

役

取

締

役

代

表

監

査

役

副

代

表

監

査

役

佐

藤　

隆

博

村

井　

栄

一

大

平　

奉

史

永

井　

辰

巳

佐

藤　

隆

博

村

井　

栄

一

大

野　

浩

一

大

平　

奉

史

永

井　

辰

巳

木

付　

尚

巳

佐

藤　

博

幸

小

野　

範

義

大

石　

幸

男

安

部　

浩

木

付　

尚

巳

安

部　

浩

久
保
田　

光
男

桑

原　

誠

二

佐
々
木　

照
理

久

保　

賢

一

高

原　

毅

大

川　

一

彦

恒

松　

倫

代

工

藤　

京

子

理　

事

監
査
役 

監　

事

Ｊ

Ａ

べ

っ

ぷ

日

出

株
式
会
社
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出

株
式
会
社
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
の
役
員

体
制
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
を
12
名

か
ら
５
名
に
、
監
査
役
を
５
名
か
ら

２
名
に
変
更
し
、
新
た
に
常
務
を
選

任
致
し
ま
し
た
。

株
式
会
社
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出

取
締
役
常
務　

大
野　

浩
一

Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出

専
務
理
事　

大
平　

奉
史

　

組
合
員
、
会
員
並
び
に
地
域
の
皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
株
式
会
社
Ｊ

Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
へ
の
ご
支
援
ご
利
用
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
6
月
17
日
開
催
さ
れ
た
株
主
総
会
及
び
取
締
役
会
に
て
取

締
役
常
務
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
役
を
仰
せ
つ
か
る

に
は
誠
に
微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
方
並
び
に
先
輩
各
位
、
社
員

の
ご
助
言
、
ご
協
力
を
仰
ぎ
業
務
に
邁
進
し
て
ゆ
く
決
意
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
一
層
の
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
及
び
ご
多
幸
を
祈
念
し
就
任
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　

組
合
員
、
会
員
並
び
に
地
域
の
皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ

日
出
へ
の
ご
支
援
ご
利
用
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

こ
の
度
開
催
さ
れ
ま
し
た
理
事
会
に
お
い
て
、専
務
理
事
を
拝
命
し
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
中
、
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
組
合
員
・
お
取
引
先
の
皆
様
方
の
お
声
に
耳
を
傾
け
、
Ｊ

Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
の
役
に
立
て
ま
す
よ
う
悦
意
努
力
す
る
所
存
で
御
座
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
倍
旧
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

就任就任ごあいさつごあいさつ



意見・質問・要望事項について意見・質問・要望事項について

Q&A

4･････　令和 3年 7 月（No.66）　･････

A

A

　農協法では通常総代会は毎事業年度１回招集するとあり、定款で６月開催が定められてい

ます。また、当組合は国内企業の多数が採用している３月決算を採用しており、その後の納

税、申告等を考えるとこの時期の開催となります。

　さらに会計監査人を設置している組合（貯金量 200億円以上の組合）の場合、会計監査人

は理事より決算書類を受領した日から４週間以内に監査報告書を発出しなければならない

（施行規則 150条）とあり、その間の監査工程等も含め、総合的に勘案すると６月中旬以降

でないと物理的にも開催できないことになります。田植え時期等で大変忙しいとは存じます

が何卒ご理解いただきたいと思います。

　ご希望があれば場所等用意していただければ出向いて行って説明することも致します。

　勉強会については、今後検討させていただきます。

　田植えの多忙な時期に総代会は辞めてほしいです。５月～６月末までは池の清掃～　田植えの多忙な時期に総代会は辞めてほしいです。５月～６月末までは池の清掃～

田植えまでフル回転です。田植えまでフル回転です。

　ＪＡバンクという名が大きく占めているのに常に違和感を感じています。　ＪＡバンクという名が大きく占めているのに常に違和感を感じています。

資料に目を通しましたが、それでわかるようなものではありません。読み上げるだけの資料に目を通しましたが、それでわかるようなものではありません。読み上げるだけの

説明では理解できるものでもありません。肝心なことは勉強会のようなことがあればと説明では理解できるものでもありません。肝心なことは勉強会のようなことがあればと

いつも思います。かつて女性部が１回したことがあると思います。新しく参入してくれるいつも思います。かつて女性部が１回したことがあると思います。新しく参入してくれる

人がほしいのですがかなりの努力がいると思いますし、このようなことがしたいというビ人がほしいのですがかなりの努力がいると思いますし、このようなことがしたいというビ

ジョンがなければ廃れていく感を強くしています。ジョンがなければ廃れていく感を強くしています。

　自給率を上げるために具体的にどうすればよいか、考えていく必要があると思います。　自給率を上げるために具体的にどうすればよいか、考えていく必要があると思います。

そんな勉強会をしてほしい。そんな勉強会をしてほしい。

Q2

Q3

　令和３年度の事業計画に於いて指導経済部の人材育成強化を掲げています。

具体的には、営農指導員として組合員の多様なニ－ズに対して、「農業者の所得増大」及び「農

業生産の拡大」に向けたサポ－ト、営農部門を取り巻く全体戦略の企画検討などの上級営農

指導員（地域営農マネージャー）の育成、「農業者の所得増大」のための会計税務に長けた農

業経営コンサルタント、「農業生産の拡大」のための営農技術アドバイスの専門家営農技術

スペシャリストの養成を行う事で組合員の負託に応えます。また、指導経済部職員の連携を

密にするために営農指導員、経済職員との横断的な情報・協力体制を構築し組合員への出向

く体制を整えます。ＪＡべっぷ日出として単独で事業を行ううえで、長期的な視野に立ちな

がら組合員とともに進んでいきます。

　営農指導員の育成について　営農指導員の育成について

　稲作や野菜の生産・流通について指導できる指導員を長期的視点に立って育成し、質、　稲作や野菜の生産・流通について指導できる指導員を長期的視点に立って育成し、質、

量ともに充実して頂きたい。農繁期などには地元にきて農家に助言、指導できるような体量ともに充実して頂きたい。農繁期などには地元にきて農家に助言、指導できるような体

制を作って頂きたい。制を作って頂きたい。

Q1

A
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A

A

A

　新規就農者には、「新規自営農業就農者」、「新規雇用就農者」、「新規参入者」の３種類の

経営体があります。「新規自営農業就農者」とは家族経営を行っている子息を農業従事者に

引き継がせる事を言い、「新規雇用就農者」は、法人などに雇用されて就農した個人、「新規

参入者」は、土地や資金などを調達して新しく農業経営を始めた個人、法人となります。

　いろいろな新規就農の形がある中で、家族経営型については農家の中に入り今後の経営等

を関係機関と協議し維持継続できる形を模索します。その他の経営体については、県、市町

村、ＪＡの新規就農相談会、ホ－ムペ－ジ等で働きかけます。

　就農研修については、国の助成金を活用したファ－マ－ズスク－ルの形態をとっていると

ころが多く農業生産法人、一般農家に２年間の研修後、自前の施設を整備し就農することに

なります。栽培技術研修以外にも経営管理などについて、カリキュラムに沿って研修を実施

します。

　国庫事業を活用した施設果樹栽培でのファ－マ－ズスク－ルを立ち上げれば、一般的に就

農時施設はＪＡ資産とし、土地については施主の購入または賃貸としての契約になります。

施設については、借主による耐用年数までのリ－ス料分割支払いとなります。「農業所得の

向上」、「農業生産の拡大」を成すには、人材育成は重要課題のひとつとなります。

　今後は、関係機関と準備期間を設け、農地の斡旋や販売ル－トの確保、適切な設備投資や

経営計画などの策定を行って行きます。新規就農者には、就農後の離職率などの問題もあり、

新規就農者が抱える問題をともに解決できる体制を整えます。

　破綻先債権のうち個人は自己破産しており、法人は１件で農産物等の卸売業で経営難によ

り廃業し、破産申し立てを行っております。延滞債権のうち主なものは旅館・観光業、農業、

不動産賃貸業、個人になります。

　万が一の場合は、無宗教での葬儀施行も可能です。そのためには、ご家族へご意向を

お伝えいただくのと同時に「葬儀事前相談」にてプリエールにもご意向をお伝えください。

お経についての感じ方は、宗教の自由や人それぞれ考え方がありますので何とも言えません

が、決められた儀礼に束縛されることなく故人らしい送り方が出来る葬儀の形がこれから増

えていくのではと考えます。プリエールとしても今後、オンライン葬儀や海洋葬・樹木葬など、

あらゆる葬儀形式に対応できるよう取り組んで参ります。

　新規就農者を具体的にどうやって増加させていくのか。　新規就農者を具体的にどうやって増加させていくのか。

トマトやキュウリは指導員を養成するのもよいが、現在している篤農家に新規就農者をトマトやキュウリは指導員を養成するのもよいが、現在している篤農家に新規就農者を

１年間位研修させた方が実践に役に立つのではないでしょうか。面積を拡大するとするな１年間位研修させた方が実践に役に立つのではないでしょうか。面積を拡大するとするな

ら、リースハウスなど考えているのか。ら、リースハウスなど考えているのか。

　

　貸借対照表に関する注記にある破綻先債権額、延滞債権額、３カ月以上延滞債権額及び　貸借対照表に関する注記にある破綻先債権額、延滞債権額、３カ月以上延滞債権額及び

貸出条件緩和債権額の合計額 730,371,504 円は、どんな所が破綻し延滞しているのか。貸出条件緩和債権額の合計額 730,371,504 円は、どんな所が破綻し延滞しているのか。

　私は自分の葬儀の時は、お寺のお経は聴きたくないので何か良い方法はないか検討して　私は自分の葬儀の時は、お寺のお経は聴きたくないので何か良い方法はないか検討して

下さい。自分は 30 分前に来て待っているのにお寺が鐘をたたきながら来る人がいる。下さい。自分は 30 分前に来て待っているのにお寺が鐘をたたきながら来る人がいる。

来てから何を言っているのか何もわからず眠いのを辛抱している。来てから何を言っているのか何もわからず眠いのを辛抱している。

組合長さんは葬儀が終わってお寺のお経を聴いて良かったと思っている人が何％位の人が組合長さんは葬儀が終わってお寺のお経を聴いて良かったと思っている人が何％位の人が

いるとお思いですか。そろそろ今の時代に合わせたらどうですか。いるとお思いですか。そろそろ今の時代に合わせたらどうですか。

Q4

Q6

Q5



休　業
亀川駅前支店
営業終了

亀川駅前出張所
営業開始

海の日 スポーツの日

7月
２１日（ 水 ） ２２日（ 木 ）２３日（ 金 ）２４日（ 土 ）２５日（ 日 ） ２６日（ 月 ）

海の日 スポーツの日
２１日（ 水 ） ２２日（ 木 ） ２３日（ 金 ） ２４日（ 土 ） ２５日（ 日 ） ２６日（ 月 ）

7月 8：45
～

15：00
12：00
～

19：00
9：00
～

19：00
8：45
～

21：00
利用停止

店舗営業スケジュール

ＡＴＭ利用スケジュール

再編前 再編後
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東
山
幼
小
中
学
校
の

生
徒
を
対
象
と
し
た
田

植
え
体
験
学
習
が
5
月

24
日
、　

別
府
市
城
島
の

田
原
寛
己
さ
ん
（
当
組
合

職
員
）
の
田
ん
ぼ
で
、
当

組
合
の
青
年
部
ら
で
構

成
さ
れ
る
別
府
市
農
業

担
い
手
組
織
「
農
榮
会
」

支
援
の
も
と
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

同
校
の
稲
作
体
験
学

習
は
、
毎
年
田
植
え
と
稲

刈
り
の
時
期
の
２
回
実

施
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で

12
年
目
と
な
り
ま
す
。
作
業
を
通
じ
て
農
村
地
域
の
理
解
や
食

べ
物
へ
の
感
謝
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の
影
響

か
ら
、
幼
稚
園
児
と
小
学
校
低
学
年
の
生
徒
は
参
加
を
控
え
、

中
学
生
15
名
と
小
学
６
年
生
８
名
の
み
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
小
雨
が
降
る
中
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、

㈱
東
山
パ
レ
ッ
ト
代
表
の
大
野
泰
徳
さ
ん
や
「
農
榮
会
」
の
会

員
ら
の
指
導
の
も
と
、
無
事
に
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒

ら
は
田
ん
ぼ
で
の
慣
れ
な
い
作
業
に
最
初
は
戸
惑
っ
て
い
ま
し

た
が
、
貴
重
な
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
生
徒
は
「
コ
ロ

ナ
で
全
員
参
加
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
楽
し
か
っ
た
。
色
々
準

備
を
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
は
、
食
育
の
推
進
、

農
業
体
験
を
通
じ
た
担
い
手
の
育
成
を
目

的
に
別
府
市
と
日
出
町
の
小
学
校
６
校
へ

バ
ケ
ツ
で
稲
を
栽
培
で
き
る
セ
ッ
ト
合
計

４
３
０
セ
ッ
ト
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

６
月
２
日
に
大
神
小
学
校
、
３
日
に
鶴
見
小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鶴
見
小
学
校
の
贈
呈
式
に
訪
れ
た
佐
藤
隆

博
組
合
長
は「
稲
の
成
長
過
程
を
観
察
し
、
よ
り
お
米
の
大
切
さ
を

感
じ
て
ほ
し
い
。
無
事
収
穫
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

鶴
見
小
学
校
で
は
例
年
、
地
元
の
農
家
の
田
ん
ぼ
を
借
り
て
５
年

生
が
田
植
え
実
習
を
行
っ
て
い
た
が
、
昨
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
か
ら
バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
セ
ッ
ト
で
実
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
収
穫
後
は
各
自
玄
米
を
持
ち
帰
り
、
白
米
に
混
ぜ
る
な
ど
し
て

家
庭
で
召
し
上
が
る
予
定
。
５
年
生
を
代
表
し
て
セ
ッ
ト
を
受
け

取
っ
た
東
由
依
さ
ん
と
寺
村
は
な
さ
ん
は「
大
切
に
育
て
て
お
い
し

い
お
米
を
作
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

亀川駅前支店の 7月の購買代金引落日の変更について

　亀川駅前支店の出張所再編に伴い、毎月 25日に処理をしていました購買代金の引落を
7月 29 日（木）7月 29 日（木）に行います。8月以降は、従来どおり毎月 25 日に引落処理をさせてい
ただきます。利用者の皆様には大変ご迷惑をおかけ致しますが、ご理解賜りますようお願
い申し上げます。

【お問合せ先】　直販課　☎ 0977-24-3200
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ニュースニュース
トピックストピックス
＆

ニュース＆トピックス

小
学
校
へ
バ
ケ
ツ
稲　　　　　　

小
学
校
へ
バ
ケ
ツ
稲　　　　　　

４
３
０
セ
ッ
ト
贈
呈

４
３
０
セ
ッ
ト
贈
呈

東
山
幼
小
中
学
校
田
植
え
を
体
験

東
山
幼
小
中
学
校
田
植
え
を
体
験

バケツ稲セットを贈呈した佐藤組合長（右）と鶴見小学校の
児童らと猪俣比呂美校長

大神小学校の児童にバケツ稲セットを手渡す村井副組合長

　田原寛己さんの田んぼで田植えをする生徒　
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ニュース＆トピックス

ド
ロ
ー
ン
で
農
薬
散
布　
農
作
業
効
率
化
実
現

ド
ロ
ー
ン
で
農
薬
散
布　
農
作
業
効
率
化
実
現

　

当
組
合
の
正
組
合
員
で
認
定
農
業
者
の

㈱
佐
野
フ
ァ
ー
ム
（
日
出
町
藤
原
）
が
６

月
11
日
に
、
同
社
が
管
理
す
る
杵
築
市
に

あ
る
田
ん
ぼ
で
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
を
使
用

し
た
農
薬
散
布
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
日
出
町
や
杵
築
市
で
主
食
米

や
飼
育
米
を
栽
培
し
て
お
り
、
今
年
度
の

水
稲
作
付
面
積
は
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
従
業
員
が

人
力
で
農
薬
を
散
布
し
て
お
り
、
作
業
に

か
な
り
の
時
間
と
労
力
を
費
や
し
て
い
ま

し
た
が
、こ
の
日
初
め
て
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
て
農
薬
の
散
布
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
は
、
昨
年
実
施
さ

れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
の
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、

当
組
合
で
購
入
。
１
台
の
価
格

は
、
約
１
９
０
万
円
。
重
量
は

９
キ
ロ
程
度
な
の
で
、
そ
れ
ほ

ど
重
く
あ
り
ま
せ
ん
。
タ
ン
ク

に
は
農
薬
な
ど
最
大
10
キ
ロ
ま

で
積
載
で
き
、
飛
行
で
き
る
時

間
は
最
大
10
分
〜
15
分
。
そ
の
散
布
能
力

は
メ
ー
カ
ー
公
称
で
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た

り
15
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
上
で
人
が

作
業
す
る
場
合
の
40
〜
60
倍
の
速
度
で
散

布
を
完
了
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
は
、
人
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
を
操
作
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
、

事
前
に
端
末
で

圃
場
を
測
量
し

登
録
す
る
こ
と

で
、
自
動
で
運

転
す
る
自
動
航

行
シ
ス
テ
ム
が

あ
り
ま
す
。
ど

ち
ら
も
ド
ロ
ー

ン
で
農
薬
を

散
布
す
る
た
め
に

は
、
実
技
と
学
科

を
習
得
す
る
た
め

の
講
習
を
受
け
、

認
定
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
資
格
を
取

得
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
　
資
格
を
取
得
し
た

同
社
の
職
員
に
よ

る
と
「
操
縦
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
を
使

い
こ
な
す
に
は
あ

る
程
度
技
術
が
必

要
」
だ
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
自
動
航
行
シ
ス
テ

ム
で
農
薬
を
散
布
し
ま
し
た
。
作

業
を
行
っ
た
職
員
は
「
低
コ
ス
ト

で
時
間
を
大
幅
に
削
減
で
き
、
効

率
的
。
大
変
助
か
る
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。　

㈱佐野ファームが購入したＤＪＩ社の
農業用ドローンＡＧＲＡＳ「ＭＧ‐ 1」

ドローンを操縦する㈱佐野ファームの職員

ドローンのタンクに農薬（粒剤）を入れる様子

コントローラーで運行管理を行う

自動航行システムで田んぼに農薬を散布するドローン

☎
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※個人の方に限ります。また一部お取り扱いできない
　場合もございます。

SUNSUNSUNSUN

8

7
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©

7/30 7/13 7/14

 日 月 火 水 木 金 土

☎
☎

☎
☎
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女性組織だより女性組織だより

　４月２５日に管内准組合員の女性を

対象とした「プランターで夏野菜を育

てる」イベントが開催されました。

　このイベントは、農業に関心を持っ

て頂き、ＪＡファンを作ることを目的

に、3年前より取り組んでいる女性参

加型サークル活動の一環です。

　イベントには、２１名が参加し営農

指導員による栽培講習会が行われた

後、参加者はプランターにミニトマト、

茄子を植え付け、それぞれ自宅に持ち

帰りました。

　イベントから１カ月・・・参加者と指導員のコミュニケーションツー

ルとしてやり取りしているＳＮＳグループトークには「水やりを詳しく

教えて下さい」　「ミニトマトの花が咲きました」「トマトの葉に黒い点々

が出ました。病気ですか？」「このコロナの中、別府と日出で一緒に野

菜を育てている事が嬉しいよね」「葉が黄色くなり

ました。栄養不足ですか？」等写真を添えたメッセージが次々にアップ

され、指導員が追肥・防虫等々、細かくアドバイスを続けています。今は、

十分なコミュニケーションが図れない苦しい時期ではありますが、ＳＮＳ

を利用し、繋がる事ができています。

　今後も、健康作り・仲間作りとして「ヨガ体験」「湯けむりウオーキン

グツアー」を企画しています。ウイルス感染対策を徹底し、実現できれ

ばと願っています。
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令和３年度次世代女性参加型サークル活動

～夏野菜をプランターで育てよう♪～

参加者へプランター栽培の説明をする指導販売課福田悠斗さん



　今回は和菓子ビュッフェを行いました！

おはぎ 3種類 (きなこ・つぶあん・こしあん )を用意し、ご利用者様にその中から

1つを選んで頂き、ご賞味頂きました。「美味しいね！」と大変ご好評で、皆と

ても喜んで召し上がっていました。
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「ロコモティブシンドローム（運動器症候群）」の

略称で、骨や関節、「立つ」「歩く」といった移動

機能が低下している状態です。ロコモが進むと日

常生活が制限され、さらに悪化すると、支援や介

護が必要になる可能性が高くなります。

７つの項目はすべて、骨や関節、筋肉

などの運動器が衰えているサイン。

１つでも当てはまれば、ロコモの心配があります。

０を目指してロコトレをはじめましょう。

①　片脚立ちで靴下がはけない

②　家のなかでつまずいたり、すべったりする

③　階段を上がるのに手すりが必要である

④　家のやや思い仕事が困難である

⑤　 ２キロ程度（１リットルの牛乳パック２個

　　程度）の買い物をして持ち帰るのが困難

⑥　１５分くらい続けて歩くことができない

⑦　横断歩道を青信号で渡りきれない

骨や筋肉量のピークはおよそ２０～３０代で、骨

や筋肉は適度な運動や生活活動で刺激を与え、適

切な栄養をとることで強く丈夫に維持されます。

弱った骨や筋肉では、４０代や５０代で体の衰え

を感じやすくなり、６０代以降、思うように動け

ない体になってしまう可能性があります。徒歩で

通勤する、階段を使う、家事の合間にストレッチ、

テレビを見ながらロコトレなど、今より１０分多

く体を動かすことがロコモ予防につながります。

和菓子ビュッフェを行いました！和菓子ビュッフェを行いました！

ロコモとは？

ロコトレで元気な足腰を！

ロコモ度をチェック！

若いうちから運動習慣を

健康長寿を目指して今日からはじめよう！ロコモ予防健康長寿を目指して今日からはじめよう！ロコモ予防

　ロコモについての知識を深め、早めに予防に取り組むことが大切です。いつまでも
自分らしくいきいきと生活していくために、ロコモ予防をはじめましょう。

ロコトレはたった２つの運動。毎日続けることが

肝心です。

バランス能力をつける「片脚立ち」バランス能力をつける「片脚立ち」

姿勢をまっすぐにし片脚立ち、左右１分間ずつ、

１日３回。転倒しないように必ずつかまるものが

ある場所で行いましょう。

下肢筋力をつける「スクワット」下肢筋力をつける「スクワット」

肩幅より少し広めに足を広げて立ち、つま先は３０度

ぐらい開き、膝はつま先より前に出ないように、膝が

足の人差し指の方向に向くように注意してイスに座る

ようにお尻を後ろに引きます。深呼吸をするペースで

５、６回をくり返します。１日３回。動作中は息を止

めないようにし膝に負担がかかり過ぎないように９０

度以上曲げないようにします。
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★ 旬の館を利用してお買物していますが、ライン登録をして役立つ情報を受けとるようにな
り助かっています。(67歳 )

★ 交通事故で破損した物件の現状復旧をし、加害者、被害者両者より感謝されました。
　よく行っていた大神出張所の店舗の閉鎖さみしくなりました。（72歳）

★  65歳過ぎてから習いはじめたクラシックギター、気持ちと裏腹に上達のなさに四苦八苦し
ています。人前でひける日が来るのか心配しています。 (66歳 )

★ 今年は、筍料理をいろいろ作ってみました。煮付けばかりじゃあきるので、キンピラにし
ました。おいしかったです。やはり、旬の野菜はおいしいです。（67歳）

★ 豊岡駅前支店が閉鎖となり、移動店舗車ＳＵＮＳＵＮが週に 2回来てくれるので利用してい
ます。(83歳 )

ア マ リ リ ス  　

ま ち ゃ

サ ッ チ ャ ー

コ ア ラ

光 永　　 平　

ク レ マ チ ス　

ト シ ち ゃ ん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん




